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号・年月 No. タイトル 執筆者 所属 学年 期生 分類 
vol.1 
(2014.7)  
1 長期的デザインプロセスモデルに基づくデザイン論の問い直し 北 雄介 デザイン学 - - 持論 
2 ＜ことば＞のデザイン 伝わらない＜ことば＞を巡って 荒牧 英治 デザイン学 - - 持論 
3 “デザインの場”の設計とコラボレーション  
‐京都大学附属図書館ラーニングコモンズのデザイン‐ 
太田 裕通 建築学 M2 1 実践 
4 闘いとしてのサービスのデザイン 山内 裕 経営学 - - 持論 
5 デザイン学論考 井上 裕昭 情報学 M2 1 視察 



































9 都市のあの「感じ」は情報になりえるのか 北 雄介 デザイン学 - - 持論 
vol.3 
(2015.3) 
10 ソフトウェアシステムのデザイン 中小路 久美代 デザイン学 - - 持論 
11 「社会のデザイン」への挑戦 佐藤 那央 経営学 M2 1 持論 
12 社会をデザインする: 予備的考察 山内 裕 経営学 - - 持論 
vol.4 
(2015.7)   
13 生活の質（ＱＯＬ）のデザイン 富田 直秀 機械工学 - - 持論 
14 コミュニティのデザイン 平本 毅 経営学 - - 持論 
15 2015年度 新入生合宿のデザイン 阿部 将和 情報学 M2 2 実習 
16 ロンド（主題：創造性教育） 対談記録 （富田 直秀） - - - - 
17 第１回「デザイン学論談」レポート （北野 清晃） - - - - 
vol.5 
(2016.1)  
18 サマーデザインスクール2015 ―その次へ 北 雄介 デザイン学 - - 実習 
19 京都の中小・ベンチャー企業の魅力を学生に伝える方法をデザインする 平本 毅 経営学 - - 実習 










21 愛と情熱（＝変態性）にみるモノづくりの真髄 藤田 弥世 教育学 D1 1 実習 
22 なぜ私たちのテーマは独創的であると判断されたのか  
―サマーデザインスクール2015に参加して― 
岡 隆之介 教育学 D1 1 実習 
23 第2回「デザイン学論談」レポート （太田  裕通、佐
藤 那央） 





大倉 裕貴 機械工学 M2 2 実習 
















27 物語の可視化（逐次型弁証法による発見支援） 富田 直秀 機械工学 - - 持論 
vol.7 
(2016.7) 
28 SDS2015「図鑑のワークショップ」について 中小路 久美代 デザイン学 - - 実習 
29 On re-designing Okinawa-city Victoria Abou 
Khalil 
情報学 M2 3 実習 
30 続・「ワークショップ」考  
〜「京都大学－香港バプティスト大学合同デザインスクール2016」の現場から〜 
北 雄介 デザイン学 - - 実習 
31 意味があれば価値があるだろうか 富田 直秀 機械工学 - - 持論 
32 デザイン学会春季研究発表大会報告記 坂口 智洋 情報学 D2 1 視察 
33 第3回「デザイン学論談」レポート （佐藤 那央） - - - - 
vol.8 
(2016.12) 
34 US Design Tour Report Jian Guo 情報学 M2 4 視察 
35 Things I Have Learned from U.S. Design Exhibition and Research Rachana Nget 情報学 M2 4 視察 
36 米国における自律性の醸成と尊重 市村 賢士郎 教育学 D2 1 視察 
37 工房の分類と活用についての考察 〜訪問学習会USでの体験から〜 島田 一希 情報学 M1 4 視察 
38 コロラド大学アイデアフォージ訪問記 白石 晃一 デザイン学 - - 視察 
39 KDnS訪問学習会2016秋USを実施して 中小路 久美代 デザイン学 - - 視察 
40 2016年度飛行ロボットコンテスト活動記録 服部 祥英 機械工学 B2 - 実践 
  









北 雄介 デザイン学 - - 持論 
42 近いシステム・遠いシステム 喜多 一 国際高等教育院 - - 持論 

















44 6つのブレストバトル対抗戦実施報告  
―「産学連携バトル！ in Kyoto」におけるワークショップより― 
久富 望 情報学 D3 1 実践 
45 Webサービスの亡霊のゆくえ 小山 純汰 情報学 D1 3 持論 






























48 アーティストたれ！ 寺川 達郎 機械工学 D2 2 視察 
49 The American Way of Design Luciano Henrique 
de Oliveira Santos 
情報学 D2 2 視察 
50 アメリカでのデザインに対する取り組み 広瀬 貴之 機械工学 D1 3 視察 
51 アメリカ訪問学習会2017秋US 番外編 
私たちはなぜデザインを学ぶか 
広瀬 貴之 機械工学 D1 3 視察 
52 リーダー集団に必要なリーダーシップとは 
















53 ワークショップの実践的知識（1）  
―自己紹介をどのように始めるのか― 
北野 清晃 情報学 D3 1 実習 
54 「デザイン」の実践の場 ―訪問学習会2017秋USを通して― 小椋 恵麻 建築学 D3 1 視察 
55 デザインにおける個と集団 北 雄介 デザイン学 - - 持論 
56 2017年度飛行ロボットコンテスト活動記録 服部 祥英 機械工学 B3 - 実践 
57 飛行ロボットコンテストを経て 松本 健吾 機械工学 B3 - 実践 
58 飛行ロボットコンテストに参加してみて 佐野 佳則 機械工学 B3 - 実践 
vol.13 
(2018.9) 
59 Towards Transferring a Borderless Aspect: Freedom Kensuke Abu 
Kargbo Morris 
情報学 D1 3 実習 
60 インタビュー：地面について 北 雄介 デザイン学 - - 持論 
61 第2回スマートディスティネーション国際会議参加報告 笠原 秀一 学術情報メデ
ィアセンター 
- - 視察 
vol.14 
(2018.12) 
62 レイヤー思考とパースペクティブ思考 松原 厚 機械工学 - - 持論 
63 リサーチインターンシップinドイツ 森 幸太郎 機械工学 D2 3 視察 
64 福島の今と京都にいる自分：FBL/PBLでの覚書 大手 信人 情報学 - - 実習 




- - 視察 
66 日本におけるグラフォロジー成立の背景に対する考察 佐伯 和香 経営学 M1 6 持論 
vol.15 
(2019.2)  

















68 柳川堀割「ウナギ物語」にみる、地域活動コミュニティについての考察 堀 友彌 情報学 D3 1 実践 










70 Designing to improve student completion rates: 
Preliminary qualitative investigation into causes of drop-out 
Agustina Lucía 
Yohena 
教育学 M1 6 持論 





修了 1 実践 
73 氷山の一角に最大の表現力を 
―『乃木坂って、どこ？』から考える伝え力のある番組の作り方― 
周 文卿 情報学 M2 5 持論 
74 書字方向が定着した背景についての考察 
―中国語、ヒンディー語、英語― 
佐伯 和香 経営学 M1 6 持論 
75 Reflections on the invisible Luciano Henrique 
de Oliveira Santos 
情報学 D3 2 持論 
76 「木津川探究ワークショップ」から考えた子ども向けワークショップのデザイン 安藤 悠太 機械工学 D1 4 実践 













































































✓ デザインにおけるビジョンの在りよう（vol.1 中小路） 
✓ デザインにおけるビジョンの来しかた（vol.1 中小路） 
✓ 30年後に〈正しい〉システムの想像と創造（vol.3 中小路） 
✓ 「デザイン方法」や「デザインプロセス」よりも上位の、それらをデザインするための「デザイン思想」について（vol.7 北） 
■B デザインの実践的方法やプロセス設計に関する問い 
✓ デザインを行う上での根拠とは何か。（vol.1 井上） 
✓ 我々はデザインを行える対象に如何にして気付けるのか。（vol.1 井上） 
✓ 方向づけの意思決定はどのように行われるか？（vol.2 長見他） 
✓ 観察から得られたことをどのようにうまくデザインに生かせるか？（vol.2 長見他） 
✓ デザインプロセスにおける「感じ」の意味合いおよび活かし方。（vol.2 北） 
✓ Can constraints help us generate better ideas? Constraints can be of different types: Time constraints, technical 
constraints, problem constraints. Which of them can be useful for idea generation, and how can we integrate it in the 
design processes?（vol.7 Victoria） 
✓ Is there an optimal solution in the design?（vol.8 Jian） 
✓ Which stage of the design processes should we consider the culture element?（vol.8 Rachana） 
✓ What if by understanding design processes we are defining it? How can we approach this wicked problem?（vol.11 Luciano） 
✓ 状況に依存する問題と解をどのように見出し続けるか（vol.11 広瀬） 
✓ Can the design process make some problems worse?（vol.13 Kensuke） 
✓ How do we use or tweak the design process in cultures where problems are unspoken? How do students prepare to tackle 
such problems in society that are unspoken?（vol.13 Kensuke） 
✓ Can a sense of freedom be achieved without design?（vol.13 Kensuke） 




✓ 意志はいかにモデル化できるのか。（vol.1 北） 
✓ デザインの意思決定を可視化することは出来るか。（vol.1 太田） 
✓ デザインの対象としての人、行為、関係性をどう捉えるか?（vol.1 山内） 
✓ 個人の意思決定を完全にモデル化することはできるか。（vol.2 太田他） 





✓ デザインという考え方をどうやって人に伝えるか（vol.11 広瀬） 
■D デザインの評価に関する問い 
✓ 広義のデザインの評価軸はどのように立てることが出来るのか。（vol.1 太田） 
✓ 誰にでもデザインの質的価値の共有化は可能か。（vol.1 太田） 
✓ 専門家による瞬間的な総合評価は可視化出来るか。（vol.2 太田他） 
✓ デザイン評価にどこまで非専門家（ユーザー）が参加できるか。（vol.2 太田他） 
✓ デザイン評価を定量的に扱うことはできるか。（vol.2 太田他） 
✓ アイデア取捨選択の基準とは何か（vol.5 藤田） 
✓ 私たちはどのようなテーマを創造的であると判断するのか（vol.5 岡） 
✓ 複数のデザイン行為を比較するには（vol.9 久富他） 
✓ デザインを構成する概念のうち定量的に扱える可能性のあるものは何か（vol.9 久富他） 
✓ 参加者の期待感・満足感をどのように計測するか（vol.10 坂口他） 
✓ Is there an ideal design process or ideal design school?（vol.11 Luciano） 
■E 協働的デザインやワークショップに関する問い 
✓ 経験の共有や相違が、人々のデザイン活動にどのような影響を与えうるのか（vol.4 阿部） 
✓ ファシリテーターはどうやって自由な発想を促すか（vol.5 平本） 
✓ ワークショップの時間的制約をどう考えるか（vol.5 平本） 
✓ 参加者の能動性を高めるための場のデザインに対して、どれほど多くの人が必要性と危機感を感じているだろうか。（vol.5 平
岡他） 
✓ ワークショップをやりっぱなしにしないためには、どういう取組みが必要か。（vol.5 平岡他） 
✓ 異分野との融合はいかになしうるか（vol.5 藤田） 
✓ 優れた実施者になるためには何が必要か（vol.6 寺川） 
✓ 私たちが目指すべき“リーダー”とは（vol.6 寺川） 




✓ デザイン行為の中での「ワークショップ」という手法の位置づけ（vol.6 北他） 
✓ デザイン学における「ワークショップ」という手法の位置づけ（vol.6 北他） 
✓ 産学（官）連携を学生主体でデザインするには（vol.10 久富） 
✓ 多様な参加者に実施者の価値観を伝えられるワークショップとはどのようなものか（vol.10 坂口他） 
✓ 組織において、また個人の中で、リーダーシップとフォロワーシップの関係性・コミュニケーションは、どのようにデザイン
されるべきか。（vol.11 久富他） 
✓ 既に存在するリーダーシップに対し、フォロワーシップはどのようにしてデザインされるべきか。（vol.11 久富他） 
✓ ワークショップ冒頭をどのようにデザインしますか？（vol.12 北野） 
✓ 自己紹介にどのような意味を埋め込みますか？（vol.12 北野） 
✓ さまざまなデザインの方法やフェイズに対する、適正な集団規模について（vol.12 北） 
✓ どんな人と一緒にファシリテーションをしてみたいですか？（vol.15 北野） 
✓ 子ども向けワークショップの設計をデザイン学から眺めたらどうなるか。（vol.15 安藤） 
■F デザイン学プログラムやデザイン学教育に関する問い 
✓ デザイン「学」を学ぶ私たちが獲得する共通のスキルや精神のようなものは存在するか（vol.3 佐藤） 
✓ デザイン学本科への進学を控えた予科生に対して、新入生合宿が果たすべき役割とは（vol.4 阿部） 
✓ あなたにとって、サマーデザインスクールの経験とはどのような意味をもつものですか？（vol.5 北） 
✓ 一研究室の枠を超えた「デザイン学」という環境が我々にもたらしてくれるものは何なのか？また何を実際にやっていくこと
が出来るのか？（vol.6 大倉） 
✓ 「デザイン学」の環境がいかに私たちを育んでくれているのか（vol.6 寺川） 
✓ デザイン学会における京大デザインスクールの位置づけ（vol.7 坂口） 
✓ 自律性を尊重する仕組み（vol.8 市村） 
✓ Designing Design School?（vol.8 中小路） 
✓ デザイン学プログラムの枠を超え、デザイン理論・手法を実践し続けるには（vol.10 久富） 
✓ 十字の縦軸と横軸、どちらがパースペクティブでどちらがレイヤーであろうか？（vol.14 松原） 
✓ これまでに京都大学デザインスクールが生み出した最高傑作とは（vol.15 大倉他） 
✓ 十字型人材の育成はどの年齢、学年から始めるのが効果的か？（vol.15 堀） 
✓ Does joining the Design School increase students' social activism?（vol.15 Samar） 
✓ Should design school students learn more about assessing the profitability, feasibility, and scalability of a solution?（vol.15 
Samar） 
■G デザイン実践やデザイン学の場や設えに関する問い 
✓ 変態性を発露出来る環境とは何か（vol.5 藤田） 
✓ 自律性を育てる場（vol.8 市村） 
✓ 工房で何をつくるか（vol.8 島田） 
✓ デザイナーを育てるための空間とアンデザイナーのデザイン教育のための空間は同様のものであるべきか？（vol.8 白石） 
✓ むしろ工学部に、DCBがほしい（vol.8 服部） 
✓ 蛇足 大学の規模を大きくするのはいいが、キャンパス移転等により肝心の学生を重要な施設から遠ざけて大丈夫か(キャンパ
スのデザインは適切か)（vol.11 広瀬） 
✓ 日本における「デザイン」の実践の場が今後盛り上がるためには。（vol.12 小椋） 






✓ デザインとは特別な行為なのか、日常的な行為なのか。（vol.1 北） 
✓ 人間中心主義とは?（vol.1 山内） 
✓ 領域普遍的な創造性はありうるか（vol.5 岡） 
✓ 創造か、幻想か、、（vol.6 富田） 
✓ デザインのプロベナンス(design provenance)（vol.7 中小路） 
✓ 意味があっても価値のないデザイン、意味が無くても価値があるデザイン（vol.7 富田） 
✓ 目に見えない領域のデザインとは何か？（vol.10 小山） 
✓ Is it necessary to have a clear definition of Design as a discipline?（vol.11 Luciano） 
✓ 人々が抱える問題や要求の中に共通する「価値」とは何か。そのような「価値」は刻一刻と変化する状況に依存し変化する。
それをどのように見出すか。移ろいゆく「価値」をいかに具現化し続けるか。（vol.11 広瀬） 
✓ 発展性・進化性とは何から生まれるのだろうか。（vol.14 松原） 
■ I 広く社会・文化にかかわる問い 
✓ 社会をデザインするということはどういうことか?（vol.1 山内） 
✓ 社会をデザインするための理論とは?（vol.3 山内） 
✓ そもそも社会とは何か?（vol.3 山内） 
✓ コミュニティ概念の曖昧さは問題か（vol.4 平本） 
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✓ コミュニティをデザインすることは可能か（vol.4 平本） 
✓ Culture consists of many elements such as people, religion, language, and so on. Which element of culture has the most 
influence on the design studies?（vol.8 Rachana） 
✓ 文化の異なる国の社会の仕組みから何を学べるか（vol.8 市村） 
✓ 社会の制度やシステムをその中でふるまう人の持つさまざまな特性の視点でどうデザインすればいいのか（vol.9 喜多） 
✓ Is there a trade-off between design based on common global needs and design based on culture?（vol.13 Kensuke） 
✓ 地域での産業とコミュニティの協働をどうデザインするか。（vol.13 笠原） 
✓ 労働生産性のために不便さをどこまで受け入れられるか（vol.14 森） 
✓ 観光のためのデータ・情報・知識を地域で共有する仕組みをどうデザインするか。（vol.13 笠原） 





✓ データに基づくグローバル観光デザインの方法論の在り方（vol.15 佐藤他） 
✓ 人間性を回復するために必要となるテクノロジーのデザインの形（vol.15 佐藤他） 
✓ What is meaningful work?（vol.15 Samar） 
✓ Why do students do volunteer work?（vol.15 Samar） 
■J デザインの研究に関する問い 
✓ トレードオフ関係にある諸概念間の調停あるいは突破による、リサーチデザインの方法論。（vol.2 北） 
✓ 従来のデザイン研究から取り入れられるものは何か（vol.7 坂口） 
✓ アレグザンダーやデザイン論に限らず、一生の思想的変遷が何らかの学問領域における全体像を映し出すものであれば、その
人の足跡は追いかける価値があるだろう。（vol.9 北） 
✓ 即興性の演出について本当に分析できないのか。即興性のデザインには本当にパターンがないのか。（vol.15 周） 
✓ 生活から切り離れるではなく、デザインの複雑性を直面する分析は、どんなあり方でしょうか。（vol.15 周） 
✓ 研究や学問の面白さと社会課題の解決を結び付けるデザイン学は何か。（vol.15 安藤） 
■K 上記以外の多様な問い 
✓ 「だけでいい」デザイン（vol.1 荒牧） 
✓ 循環器をデザインする（vol.1 荒牧） 
✓ 客とはどういう存在か?（vol.1 山内） 
✓ モチベーションの維持（vol.4 富田） 
✓ あなたにとって「きかいな住まい」とはどんなものですか？（vol.6 大倉） 
✓ あなたはアーティストですか（vol.11 寺川） 
✓ 飛べない鳥は、ただの、何だ？（vol.12 服部） 
✓ あなたは何マニアですか？（vol.13 北） 
✓ 好まれている文字の形には何か共通点があるのだろうか（vol.14 佐伯） 
✓ 文字の形、文字の意味はどちらがより強い印象を与えるのだろうか（vol.14 佐伯） 
✓ Do you think this is an important issue? Should we do something about it?（vol.15 Agustina） 
✓ 同じ文字でも縦書き横書きで与える印象が異なるのはなぜなのだろうか。（vol.15 佐伯） 
✓ 最も縦長の文字、最も横長の文字はどの文字であるだろうか。（vol.15 佐伯） 
✓ What systems do you use everyday that are unobtrusive? Why are they so?（vol.15 Luciano） 
✓ Can you find other reasons for why something would be invisible or familiar?（vol.15 Luciano） 
✓ Do you think we are able to use writing systems without thinking about the inherent technology because there's something 
special about their design or because we are already so used to them? Is familiar really the same as invisible?（vol.15 
Luciano） 















































































































































































































































































































































































































































































                                                          
xii 他に、投稿を検討したものの断念した6期生も2人いた。 
 130 
 
グラムの拠点としては6年間の役目を終えるが、ここで培われたデザイン学の風
土もまた、人の中で生き続けていくのだろうか。 
本号制作の追い込みが行なわれた2月前半は修士論文や博士論文の提出時期
などとも重なり、過去の例になく原稿が渋滞気味であったが、執筆者各位には
粘り強くアップデートいただき、編集部としても森君を中心に気合いを入れて
臨んだつもりである。全15号の集大成にふさわしい一冊に仕上がったのではな
かろうか。 
 
以上、本誌の創刊や編集などの経緯や舞台裏をまとめてみた。筆者個人の編
集長としての力不足を感じる側面も多いが、この媒体を通してたくさんの方と
協働し、あるいは意見を戦わせることができ、非常に学ぶところが多い5年間で
あった。個人的には、何らかの機会を捉えて本誌を復刊できればと密かに目論
んでいる。もしご賛同いただける方がいれば、お声がけをいただけると幸いで
ある。 
4. 謝辞 
本誌は、たくさんの人に支えられてここまで歩んできた。何よりもまず本誌
は、執筆者そして読者の皆様のご尽力と熱意の賜である。数多くの玉稿をお寄
せいただき、またさまざまな方から叱咤激励をいただいた。そして先にも述べ
たように、強力な編集部メンバーに恵まれた。広報小委員会の各委員や、デザイ
ン学コーディネーター、歴代のユニット長などの先生方からも多大なご理解と
ご支援をいただいた。発送作業や予算調整の際には、デザイン学のサポートお
よび事務の方々のお力もお借りした。印刷においてはエヌジーピー社にお世話
になり、無理難題を幾度となく聞いていただいた。 
以上、この場を借りて深く感謝を申し上げたい。デザイン学というものにつ
いて思考し、また実践していく上で、本誌が少しばかりでも貢献しているので
あれば、編集部一同にとってこれ以上ない喜びである。 
 「デザイン学」への問い 
+ 書くことと考えることとの間の経時的、同時的、循環的関係性と相互作用。 
